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町長メッセージ　「町民の皆様へ」
～安心・安全のまちづくりを目指して～

 「プラチナ未来人財育成塾＠会津」に参加しました！
湯浅中学校３年生 山口夢さんが和歌山県内中学校において生
徒会活動を行っている中学生が集い議論する「中学生熟議」での
活躍が認められ、和歌山県の代表生徒の一人として福島県で行わ
れた「プラチナ未来人財育成塾＠会津」に参加しました。
プラチナ未来人財育成塾＠会津は、子供達の豊かな感性、想
像力、探究心を大きく育むとともに、多くの友人との出会いを
とおし、自分の考えを他者に伝える手段や他者を敬う心、さら
には協調して課題解決を図ることを学ぶことによって、多様な
発想と革新の意識を持って新たな時代を切り開き、力強く生き
抜く人財を育てることを目的としています。

＜感想＞
研修会ではたくさんの方が講師としてお話をしてくれました。私が

印象的だったのは小泉進次郎さんの講義です。会場ではみんなに問い
かけてくれ、自分の中学生だった頃の話を語ってくれました。

初めはたくさんの知らない子がいて不安なことがありました。けれ
ど、みんな仲良くしてくれました。他県の子たちと話すことも多くて、
県によっての方言も違いました。いろんな地域の文化や歴史を知って
おくことが大事で、機会があればたくさんの県や外国に行ってみたい
と思いました。

友達やお世話をしてくださった人がいるから自分は今、楽しくでき
ているのだと思うので今回、友達になれた子とこれから先もっともっ
と仲良くしていこうと思いました。今回の体験を中学校に戻って伝え
ていきたいと思います。
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湯
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滅
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憩
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取
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れ
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お
願
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